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一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 

 

令和８年第３回定例町議会において次のように質問したいから通告します。 

番号 質 問 事 項 質 問 の 要 旨  （具体的にご記入願います） 備 考 
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南海トラフ地震に

備えて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 南海トラフ地震は、駿河湾から日向灘沖にかけてのプレー

ト境界を震源域として概ね１００〜１５０年間隔で繰り返し

発生してきた大規模地震です。今年は、前回の発生から約  

８０年となり、約２年前には「南海トラフ地震臨時情報（巨大

地震注意）」が初めて発表されるなど、次の南海トラフ地震発

生の切迫性が増しています。 

こうした中で、今年の７月末に発生した令和８年熊本地震

では、最大震度７の揺れに加え、命に関わる暑さの中での停

電、断水等による劣悪な環境が被災者の方々の生活を一層困

難なものにしました。この事態を受け本町でも、猛暑や厳寒の

中で地震が発生したらどうなるのかと住民から不安の声があ

がっています。 

６月に愛知県防災会議地震部会が発表した「愛知県南海ト

ラフ地震被害予測調査結果」によると、本町の過去地震最大モ

デルでの死者数は約１０人、理論上最大モデルでの死者数は

約１００人となっています。また県内のライフライン被害に

ついては、発災直後の停電率は最大約８９％、１日後の携帯電

話（通信）の停波基地局率は最大約８１％となっています。さ

らに、道路等の被害により、半島部で孤立する地域が発生する

ことも想定されていることから、町内避難所の運営や備蓄品

について住民とともに検討していく必要があると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 



（ ２ ） 

番号 質 問 事 項 質 問 の 要 旨  (具体的にご記入願います） 備 考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 避難者数に対する備蓄の基準はあるか。 

② 備蓄目標数値に対して、現在備蓄されている主要食糧、生

活必需品、医薬品等の充足率。 

③ 今後の備蓄計画と課題。 

④ 町内各世帯の災害時における備蓄状況を把握しているか。

また、その実態を踏まえ対策が必要と考えるが、見解は。 

⑤ 停電時における避難所の空調機能を維持するための非常

電源の確保。 

⑥ 愛知県は、スフィア基準への対応を含めた大規模地震災害

への備えを進める市町村の取組を支援するとして各種補

助金事業を推進している。本町の補助金申請の実績と今後

の予定は。 

⑦ 避難所運営マニュアルにスフィア基準を反映する考えは。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ ３ ） 

番号 質 問 事 項 質 問 の 要 旨  (具体的にご記入願います） 備 考 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの身体と尊

厳を守る学校づく

り 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学校で友達のズボンをおろすような悪ふざけをする子がい

る」と聞いたことがあります。話す子どもの表情からは、単な

るいたずらの話ではなく、嫌な思いをしていることが伝わって

きました。 

ズボンをおろす、トイレをのぞく、下着を見ようとする、

第二次性徴についてからかう、身体の嫌がるところに触れる

といった行為が「遊びの延長」として扱われることがありま

す。しかし、子どももまた個人として、身体と尊厳が守られ

る権利を法によって保障されています。 

内閣府男女共同参画局は、同意のない性的な行為は、性暴

力であり重大な人権侵害であるとしています。また、性暴力

は、刑法上の性犯罪に限られない広い概念であり、「悪ふざ

け」という行為者側の認識だけでなく、された側の身体の尊

厳がどう扱われたのかという視点が必要です。 

児童生徒間の性的な身体侵害だけでなく、児童生徒の着替

え等におけるプライバシーや月経を迎えた児童生徒への環境

改善など、改めて考えるべき課題があります。 

 

① 児童生徒間における性暴力や性的な身体侵害について、学

校の認識と見解は。 

② 児童生徒間の性暴力や性的な身体侵害が発生した場合の

教職員の対応。 

③ 文部科学省の推進する「生命の安全教育」を、現在どの程

度活用しているか。 

④ 「生命の安全教育」を、授業参観等を活用して親子で学ぶ

機会を設ける考えは。 

⑤ 体育授業における４小学校の着替えの実態と、児童のプラ

イバシーへの配慮。 

⑥ 小中学校の女子トイレに生理用品設置の考えは。 

 

 


